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Alexander型油拡散真室ボンプの試作
道家忠義・小川岩雄

P．Alexanderは自から得た実験結果1）から，排気速

度の速い拡散ポンプは・（1）ジェットと壁との間の面積

をできるだけ広くし，（2）ジェットはなるべく下方に真

直に向け，（3）壁の附近は噴出蒸気の密度を高く保つよ

うに設計すべきだと考え，第1図のよ

うな型の水銀拡散ポンプを作つた。す

なわち（1）と（2）は共に（3）の条
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件と相反するものであるが，それは図

に示されているように壁の形を変える．

ことによつて或る程度相互に満たされ

るというのである。このような方針で

作られたAlexanderのポンプの性能

は氏の測定によれば水銀を用いたもの

としては優秀であるが，後にB・B・

Daytonによつて指摘されたように2），

その測定法に不充分な点があ

り直にそれだけの排気速度が

出たか信肘し難いのである。

爾来　Alexander型拡散ボン

プについては余り論ぜられて

いない。著者等は実験上排気

速度の大きい拡散ポンプを必

要としたので，この機会に同

型拡散ポンプの性能を油につ

いて調べるため，第2図のよ

うなポンプを製作した。

　A部の外穀は4吋の二本煙

契型油拡散ポンプ用のものを

そのまま使用し，その高真空

部にAiexander型の外殻B

部を取り附けた。その上部の　　第
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第　1　図

2　　図

田，辻，熊谷諸氏の実験結果3）からする設計方針に従つ

て作つた。Alexander型ジェットは2段目に用い，1段

目及び3段目のジェットは一般の型式のものを使用した。

各段のジェラトの咽部の間隙及びジェツトの先端と壁との

距離は表に示す如くである。更に各々のジェットに対す

るボイラーの面積はそのジェットの咽部の面積の比に分

けた。拡散ポンプの油としては「ライオン・オイル」を

用いた。叉測定に用いた廻転ポンプとしては排気速度

4001／1ninのキネー型のものを使用した。測定方法は第

2図のC部に示すようなテスト・ドームを用いて全て

B．B．　Daytonの様式に従つた。　　　　　　　　　。

　その結果得られた性能を第3図に示す。1×10－4　mm

ジェツトの先
端と壁との
　距離

t／Sec

　　For～Pu〃ρ　Sρeed　4C：0！／η，〃
〃00r
　　t・・一一20kW
　　o－一一一一28frヴ
　　　ー一一一32κ〃t

　　Ha－Coeff・44％

5po

1

ジェット 種　　類
ジェット咽部
最小閥隙
（又は直径）

第一劇傘型ジエ・・i・・2mm

第二段

第三段

第四段

　　　アレキサ
傘　型ンダー式
　　　ジェット

2．2mm

睡型ジェ・・122mm
上向きジエ・・i・6・mm・O」

55mm

40二mm

10mm
5．5】mm

内容は160mmφである。ジェットは傘型のものを3段・

上向きのものを1段，計4段とし，上向きジェットは柴
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Hg附近で最高排気速度が得られ特に2・8kWの時には『

9301／secに達した。これは1段ジェットと壁との間の面

積から出したHoの係数にすると約44％である。しか
しAlexander型ジェットの咽部の間隙はこれ以上は減ら

しても増しても最高値は減少する傾向にある。一方1段

　目のジェットの咽部間隙の増加（1．2mm→2・2　mm）は

1　×10－4　mm　Hg附近で100　1／sec程度の増加を示すが

到達真空度の悪化を来す。（但しこれはAlexander型

ジェットの咽部間隙を1．2mmとした場合についての値

であり，他の場合はまだ試みていない。その時の最高排

気速度は840　1／sec・乱程度である。）これ等のことから一

応かかるポンプの性能は油については優秀なものである

　ことがわかつたが，果して第2段目の部分がどのような

役割を果しているかこれだけでは判明し難い。今後その

背圧特性を調べると共に・その機構を解明するべく

　Alexander型の部分のみの性能を調べたいと思つてい

　る。（1953・1・30）
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